
本件の対象となっている配管取替工事（平成10年実施）の概要は以下のとおりです。

１ 工事実施前の状況

２ 配管切断時の状況（イメージ）

３ ひびの除去

４ 工事完了後の状況

今回、東京電力が放射線や超音波による検査を新たに実施し、現在はひびがないこと

や、安全を確保する上で必要な長さがあること※１を再確認（保安院も確認）していま

す。

内部にひびが存在（黒塗り部分）

溶接部

配管取替工事のた

原子炉 め接続部分を切断

圧力容器 した

内部 取り替える配管

この部分から切断

ひびの存在が明らかになる

切断面にひびが見

つかった。

原子炉 ひびの状況を確認

圧力容器 した結果、ひびは

内部 溶接の際に発生し

たものと判断。

【切断面】

切断面にひびがな

原子炉 いことを確認

圧力容器

内部

ひびのある部分を切除 【切断面】

新しい配管を溶接（溶接の状況を国が検査）

原子炉

圧力容器

内部 新しい配管

安全を確保する上で必要な長さがあることを確認※１

参考


